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図 6. C. antiqua の魚毒性に及ぼす栄養条件の影響． 

 

1

10

100

1000

完全培地 N無添加 P無添加 P無添加1/3

O
2
-
レ
ベ
ル
（
R

L
U

c
e
ll-

1
）

1000

10000

100000

1000000

10000000

対象区 完全培地 N無添加 P無添加 P無添加1/3

O
2
-
レ
ベ
ル
（
R

L
U
）

曝露直前（希釈後）原液（1細胞あたり）

 

図 7. C. antiqua の O2
-レベルに及ぼす栄養状態の影響. O2

-レベルは化学発光法により計測． 
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図 8. 鰓組織変化に及ぼす C. antiqua の栄養状態の影響（上段：ヘマトキシリン・エオジン染

色，下段：PAS＋アルシアンブルー重染色）． 
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図 9. 水温と塩分の組み合わせ条件下における Chattonella antiqua の細胞密度（a, d, g, j, m） ，

培養液の O2
-レベル（b, e, h, k, n）および細胞あたりの O2

-レベル（c, f, i, l, o）の経日変化. 
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